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論文題目
医用画像から自動構築された患者固有筋骨格モデルの運動器シミュレーション
への統合

要旨

我々は，人工股関節手術後の関節部の動作や疾患の進行，リハビリテーション効果の予測を目的とし
た患者個別の運動器シミュレーションの実現を目指している．一般的な運動器シミュレーションでは，標
準的な人体の筋骨格構造の3Dモデルと被験者から計測した動作データを用いて，動作中に各筋肉が
発生する力を推定する．ただし，より詳細なシミュレーションには各筋肉の最大筋力や各骨の形状といっ
た，筋骨格解剖に関する詳細なパラメータの指定が必要であり，これを被験者個別にカスタマイズする
ことは容易ではない．CTやMRIなどの医用画像から骨格形状を推定してシミュレーションに用いる研究
は行われているが，通常の臨床ではCT・MRIの撮影は被ばく量や撮影コストの観点から，体の一部分し
か行われないため，全身のシミュレーションモデルの一部分をカスタマイズするに留まる．我々は，一部
分を撮影したCTやMRIから骨格と筋肉を抽出し，統計モデルを使って全身の筋骨格形状を予測するシ
ステムを運動器シミュレーションに統合することで，医用画像から被験者個別の全身筋骨格解剖を忠実
に再現したシミュレーションを行うためのプラットフォームを開発した．複数の被験者のCT画像を用い
て，個別の骨格形状をシミュレーションに反映させた場合、各筋肉の体積の情報を加えた場合、さらに
筋肉内の脂肪比率まで考慮した場合、といったシミュレーションモデルに反映するパラメータの種類を
変えた際のシミュレーション結果の変化を解析し，被験者個別シミュレーションの妥当性を評価した．


